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このポケットマニュアルの特徴は，そのコンセプト
にある．多くのマニュアルは，読者としてその領域の
専門医を志す医者を対象としている．リウマチ膠原病
診療のマニュアルであれば，その初学者やレジデント
が主な対象であろう．しかし本書のターゲットはそう
ではない．リウマチ膠原病を専門としない医者である．
少し不思議な感じがするかもしれないが，その非専門
医を対象としている点が本書の最大の特徴だろう．書
評が私に回ってきたというのもおそらくそのコンセプ
トがあってのことだろうと推測する．
このマニュアルの筆者が勤務する病院は，私のクリ

ニックがいつもお世話になっている地域の中核病院で
ある．そこから出されたマニュアルの「はじめに」に
書かれてあることに衝撃を受ける．リウマチをもった
患者が風邪をひいて近くのクリニックを受診したとこ
ろ「うちでは診られない」と門前払いをされたという
エピソードである．これは他人事ではない．私自身が
今まさに向き合わないといけない問題である．
病院医師の激務と開業医ののんきさ，みたいな問題

は現実として実感している．だからこそ私自身も，の
んきでばかりではいけない開業医の一人として，夜 10
時まで外来を開いたり，在宅医療を決して断らずに引
き受けるというような部分で，何とか病院医師のバッ
クアップをしようと考えていた．そして，多少はでき
ているのではないかとうぬぼれてもいた．しかしそん
な生易しいことではないのである．
本書を診察室において，リウマチ膠原病をもった患
者が外来に来たら，決して断らないように，断らない
だけでなく，適切に対応できるよう，日々の診療に使
っていかなくてはいけない，そう肝に銘じている．
本書はただのマニュアルではない．魂がこもってい
る．リウマチ膠原病診療のレベルアップのために，非
専門医にこそリウマチ診療を勉強してもらい，専門医
と連携しながら，医療界全体で連携を構築していかな
くてはならないという，叫びにも似た魂が，本書の背
景にある．本書を，リウマチ膠原病を専門としないす
べての医者に，特に開業医に，強くお勧めする．私自身，
心して本書と向き合いたい．
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